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　吉田市政の第２章が始まりました
　6月30日に横須賀市長選挙が行われ、「選ばれるまち　横須賀」をスローガンに２
期目にチャレンジした吉田雄人さんが再選されました。応援している私としても、と
ても嬉しい結果となりました。「チェンジからムーブへ」吉田市政の第２章が始まり
ました。
　今回の投票率は、50.72%（前回は45.22%）でした。この数字は、くしくも私の
活動報告書5月号に書かせていただいた目標数値を越えました。時計の針を前に進め
たこの「市民の選択」を活かす為に、財政の苦しい中ですが、市長には「知恵を絞っ
て」夢のある経済政策などを展開していただきたいと思っています。
　今回の第２章への扉は、本当に重い扉でした。そして、まだまだ市には問題が山積
しています。「選ばれるまち　横須賀」を実現させるために、私も県議としてできる
ことを、市民の皆さんと一緒に、こつこつと、第二章を編纂してまいります。
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 キャラバン・メイト養成講座に参加しました
　7/16　以前から申し込んでいた「キャラバン・メイト養成研修会」に参加し
ました。厚生労働省が推進する「認知症サポーターキャラバン」。
認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、支援する「認知
症サポーター」を全国で養成し、全国が認知症になっても安心して暮らせるまち
になることを目指しています。
『尊厳をもって最期まで自分らしくありたい。』これは、誰もが望む事。
この願いをはばむ深刻な問題の一つが「認知症」です。認知症サポーターは、認
知症について正しく理解し、支援する応援者です。
この「認知症サポーター」を養成する講師役が「キャラバン・メイト」です。
だれもが認知症についての正しい知識を持ち認知症の人やその家族を支える手だ
てを知っていれば、「尊厳ある暮らし」をみんなで守ることが可能になります。
　2004年12月、「痴呆」から「認知症」へと呼称が変更されました。
この変更を契機として、みんなで認知症の人とその家族を支え、だれもが暮らし
やすい地域をつくっていく運動「認知症を知り地域をつくる10か年」キャン
ペーンが始まりました。

　認知症サポーターを多数養成しよう！
認知症になっても安心して暮らせるまちを市民の手に
よってつくっていこう！「認知症サポーターキャラバ
ン」はこうして、展開される事になりました。l
　サポーターは現在全国で400万人、神奈川県では
16万8000人誕生しています。キャラバン・メイトは
3500人（うち、活動している人は200人）。
私も、そのうちの一人として、横須賀でサポーターを
養成していきたいと思います。興味をお持ちの方は、
事務所までご連絡下さい。

☆活動報告壁新聞を貼る場所を提供して下さる方を募集してます！
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